
委員会レポート　行政視察報告

議会運営委員会、常任委員会及び特別委員会は、その部門に
属する事務に関して調査を行う権限を持っています。
ここでは、それぞれの委員会が、所管事項の調査・研究をす
るため、他の自治体に先進的な取り組みについて行政視察を
行った内容を報告します。

視察報告
市民生活を守り、市勢を発展させ
るためには、市民の意見がより反映
されるよう議会を活性化しなければ
なりません。そのため、議会運営委
員会では、先進市（滋賀県大津市、
三重県鈴鹿市、三重県四日市市）の
視察を行い、新しい議会のあり方に
ついて勉強してきました。
一般質問における一問一答方式や
通年議会の導入、議会基本条例の制

宇都宮市は、「自転車のまち宇都宮」とし
て自転車推進事業に力を入れており、走行空
間整備以外にもサイクルステーション設置、
ロードレース開催など数多くの施策を行って
います。自転車を交通手段として、まちの魅
力と合わせて発信する取り組みは大変参考
になりました。渋川市は、ここ数年で宿泊観
光客が激減したため、伊香保温泉の活性化
を目的として第２期「伊香保地区」都市再生

定経緯等について、議会改革におけ
る各市の先進的な事例の説明を受
け、多くのことを学ぶことができま
した。
形式のみを変えても、内容が伴わ
なければ議会の活性化はできませ
ん。市民のため活発な議論を行える
よう、議会はどうあるべきか、この
視察をもとに引き続き検討していき
ます。

整備事業を推進しています。公共交通や施
設の整備、官民一体となったまちづくり会議
を行うなどハード・ソフト面が共に進んでい
るまちでした。三条市は、公共交通を抜本的
に見直すため「地域公共交通総合連携計画」
を策定し、デマンド交通の実験を重ねて、今
後の課題について対策を検討していました。
その住民のニーズに対応する姿勢や取り組
みに大いに刺激を受けました。

本市でも実施されている「隣接校選択
制度」では、通学の利便性の向上や安全
確保の面で効果が見られる反面、子供や
保護者と地域とのつながりの悪化を不安
視する声が挙がっています。「地域の子
どもは地域で育てる」ためにはどのよう
にしていけばよいのか、家庭・学校・地
域と連携した子育ての環境づくりについ
て、今後も調査・研究を進めていきます。

議会運営委員会

総務経済委員会

文教消防委員会

平成25年11月６日～８日
滋賀県大津市、三重県鈴鹿市、三重県四日市市
「議会運営と議会改革の取り組み」

平成25年11月13日～15日
栃木県宇都宮市「自転車のまち推進計画」
群馬県渋川市　「都市再生整備計画(伊香保地区)」ほか
新潟県三条市　「三条市地域公共交通協議会」

平成25年11月13日～15日
長崎県長崎市　「学校選択制の見直しとその後の取り組み」
広島県呉市　　「総合体育館を活用したまちづくり」
大阪府泉佐野市「広域消防本部の取り組み」

▲先進市の取り組み状況について調査しまし
た（四日市市）

▲ JR 宇都宮駅西口に設置されている「宮サ
イクルステーション」（宇都宮市）

▲学校選択制について意見交換を行いました
（長崎市）

▲公園に隣接し、市民の憩いの場としても
活用されている呉市総合体育館(呉市 )
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今回は、高齢者生きがい事業、自
然エネルギーの活用、処理施設を含
むごみの取り組み等について先進事
例を視察しました。その中でも、ご
みの問題については、ごみのゼロ・
ウェイスト宣言を行っている上勝町
にて、ごみをなるべく排出しないリ
サイクル・リユースについて視察を

埼玉県三郷市、群馬県太田市、栃
木県佐野市において、先進事例を視
察しました。
特に本市が検討を進めている土地
利用の変更に伴う地区整備計画策定
への取り組みを三郷市全体のまちづ
くり状況とともに伺いました。大型
商業施設の設置を含む「新三郷らら
シティ地区計画」の詳細を説明して

大分市の事業は、平成８年３月に都
市計画決定され、日豊本線と久大本線
を高架化することにより、本市と同じ
13カ所の踏切が除去されました。駅
南土地区画整理や関連街路事業もほぼ
完成し、10年前と比べ、県の玄関口
として面目を一新、駅南北の往来や、
都心機能が見違えるほどよくなりまし
た。春日市の事業は、平成 13年 10

行い、さらに堺市クリーンセンター
臨海工場では、事業方式、処理方式、
エネルギーの有効活用等の視察を行
いました。
当委員会の重要課題である新中間
処理施設の施設整備に向け、これら
の事例を参考に、安全安心の施設整
備を推進していきます。

いただき、事業開始時における土地
利用の考え方や、地区計画の概要及
び目指すまちづくりについて、そし
て施設開業後の施設利用者数の推移
や周辺の既存商店街への影響、税収
の変化、地元住民の雇用状況、まち
づくりに対する市民・事業者の反応
等について視察しました。

月に都市計画決定され、現在の進捗率
は35％です。春日原駅東西の交通動
線の確保と12カ所の踏切除去を予定
しています。北九州市の事業は、学園
都市の玄関口である折尾駅南側の区画
整理とともに、筑豊本線や鹿児島本線
等を立体化し、利用しやすい駅と駅前
広場を確保するもので、絶大な効果が
期待されています。

民生病院委員会

建設水道委員会

沼津駅鉄道高架事業
推進特別委員会

平成25年10月29日～31日
徳島県上勝町「彩事業について」、「ごみの取り組み」
兵庫県洲本市「あわじ環境未来島構想」
兵庫県淡路市「メガワットソーラー」
大阪府堺市　「堺市クリーンセンター臨海工場」

平成25年10月29日～31日
埼玉県三郷市「新三郷駅周辺の土地利用」
群馬県太田市「水道事業包括業務委託」
栃木県佐野市「スマートICを活用したまちづくり」

平成25年７月30日～８月1日
大分県大分市　「JR大分駅付近連続立体交差事業及び大分駅周辺総合整備事業」
福岡県春日市　「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び春日原駅周辺総合整備事業」
福岡県北九州市「JR折尾駅周辺連続立体交差事業及び折尾地区総合整備事業」

▲ゼロ・ウェイストの拠点となっている日比
ケ谷ゴミステーション（上勝町）

▲市街化調整区域であった武蔵野操車場跡地に、平成
21年 9月に開業したららぽーと新三郷（三郷市）

▲連続立体交差事業により一新された大分駅
（大分市）
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